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J主t

鴻

報

O
昭
和
五
十
一
一
一
年
度

漢
文
学
会
大
会
六
月
二
十
問
日
(
土
〉

於
品
川
文
化
会
館

一
、
成
信
の
文
学
に
つ
い
て
来
京
学
苔
大
間
属
高

司
、
税
法
に
お
け
る
「
煉
慌
」
に
つ
い
て
北
海
道
教
育
大

一

、

成

照

郡

の

文

字

同

館

大

一

、

五

充

の

古

典

意

識

福

島

大

一
、
経
典
釈
文
索
引
編
集
に
つ
い
て

〔
漢
文
教
育
研
究
会
〕
向
日
午
後
二
時
J
午
後
三
時

…
、
「
帰
去
来
之
辞
」
の
指
導
を
め
ぐ
っ
て
新
潟
高

〔
総
会
〕
司
会
高
橋
委
員

一
、
議
長
選
出
月
洞
議
氏
選
出

二
、
諸
報
告

一
一
一
、
議
事

ω
昭
和
五
十
二
年
度
決
算

ω
漢
文
学
会
の
改
組
に
つ
い
て

ω
委
員
選
出

。
同
窓
会
暫
定
委
員

鎌
田
正
、
牛
島
徳
次
、
月
潟
談
、
金
子
泰
一
一
一
、
向
島
成
美

。
研
究
会
暫
定
委
員

伊
藤
虎
丸
、
横
山
伊
勢
雄
、
高
橋
均
、
若
林
力
、
中
村
俊
也

安
藤
信
広
氏

後

藤

秋

正

氏

高

木

叢

俊

氏

大
久
保
際
郎
氏

守

問

実

毛

1
1
J

，r
、、
4

イ
・
-
一
g
n
"
s
'
t
A
，

金
:f 

I
H
V
3
2
q
 

d

品
与
汀
ノ

i

問
、
委
員
長
技
拶

水
沢
委
員
長

O
昭
和
五
十
鴎
年
度

漢
文
学
会
大
会
六
月
二
十
三
日
ハ
土
〉

於
品
川
文
化
会
館

一

、

中

間

現

代

文

学

に

つ

い

て

筑

波

大

大

学

院

一
、
張
九
齢
の
感
過
詩
に
つ
い
て
筑
波
大
約
属
尚

一
、
荘
子
郭
象
序
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
京
都
教
育
大

一
、
菅
原
道
真
の
詩
に
及
ぼ
せ
る
楚
辞
の
影
響

ー

「

自

詠

」

の

詩

を

中

心

と

し

て

和

歌

山

大

菅

野

礼

行

氏

一

、

思

想

教

材

の

関

式

化

に

つ

い

て

国

立

高

諮

口

明

氏

一
、
新
学
習
指
導
要
領
の
突
施
に
際
し
て
の
漢
文
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

市

川

高

上

田

武

氏

一
、
多
様
な
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
の
漢
文
教
育
の
一
方
法

!

郷

土

の

漢

文

資

料

を

用

い

て

豊

科

高

福

田

芳

典

氏

一

、

稜

下

の

学

の

一

性

格

加

賀

栄

治

氏

〔
総
会
〕

一

、

議

長

選

出

千

原

勝

美

氏

二

、

諸

報

告

横

山

委

員

一
一
一
、
議
事

ω
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
決
算

制
「
東
京
文
理
科
大
学
・
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
問
窓
会
会
則
案
」
お
よ

び
「
大
塚
漢
文
学
会
会
期
案
」
の
審
議

問
、
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
終
束
の
笠
一
一
一
一
日

古参加白
木藤井

啓
介
氏

敏
氏

五
郎
氏
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五
、
挨
拶

鎌
間
正
氏

O
大
塚
漢
文
学
会
嚢
報

委

員

長

加

賀

栄

治

委
員
内
山
知
也
、
伊
藤
虎
丸
、
横
山
伊
勢
雄
、
高
橋
均
、
中
村
嘉
弘

若
林
力
、
向
島
成
葉
、
中
村
俊
也
、
佐
治
俊
彦
、
窮
地
信
夫
、

安
藤
信
広
、
中
山
車
、
小
谷
一
郎
、
間
嶋
誠
一
、
加
藤
敏
、
問

川
修
一
一
一
、
小
松
建
男

1
4

七心

七
凡
な
…

0
日
第
一
回
委
員
会
(
事
渓
会
館
地
下
)

…
0
月
二
七
日
第
二
問
委
員
会
、
第
一
間
編
集
会
議
(
大
塚
・
奴
寿
司
)

…
一
月
二
四
日
第
二
関
編
集
会
議
(
池
袋
出
Am
門
家
)
一
月
一
九
日
第
一
一
一
回
一
編

集
会
議
ハ
向
ト
)
一
一
月
二
一
一
一
日
第
一
一
一
問
委
員
会
(
向
上
)
一
一
一
月
一
六
日
漢

文
教
育
陵
談
会
(
省
渓
会
会
議
主
)
問
月
一
一
一
日
第
四
間
編
集
会
議
〈
大
塚

奴
寿
司
〉
五
万
一
一
四
日
M

第
四
問
委
員
会
(
向
上
)

編
校
後
記

i
i独
自
鼠
に
1
1
8

鉱
山
委
員
会
の
場
所
に
削
る
。
寿
司
箆
の
一
一
階
距
敷
に
集
ま
っ
て
い

る
と
(
こ
こ
な
ら
比
較
的
安
く
す
む
)
、
討
入
り
前
の
赤
穂
義
士
の
よ

う
な
気
持
に
な
っ
て
く
る

i
iそ
う
い
う
事
態
に
も
ま
し
て
、
新
し
く

「
中
間
文
化
l
研
究
と
教
育

i
」
と
名
乗
り
つ
つ
、
問
時
に
「
漢
文
学

会
会
報
通
巻
三
十
八
号
い
と
称
す
る
こ
の
雑
誌
の
表
紙
が
、
何
よ
り
も

端
的
に
、
我
々
が
授
か
れ
て
い
る
状
況
と
本
誌
の
性
格
と
を
物
語
っ
て

い
よ
う
。
そ
れ
は
、
母
校
の
移
転
'
拡
充
が
、
実
は
廃
止
・
新
設
で
も

あ
っ
た
と
い
う
教
育
大
と
筑
波
大
と
の
関
係
の
現
実
を
忠
実
に
反
映
し

て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

教
育
大
の
廃
学
と
筑
波
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
前
の
委
員
会
で
長
い
苦

悩
と
模
索
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
c

全
会
員
に

よ
る
「
同
窓
会
」
と
自
由
参
加
の
「
研
究
会
」
と
に
分
け
る
と
い
う
結

論
に
達
し
た
の
は
一
昨
年
の
総
会
に
お
い
て
だ
っ
た
。
道
は
一
一
一
つ
し
か

な
か
っ
た
c

第
一
は
筑
波
大
漢
文
学
会
に
す
る
こ
と
。
賛
否
の
」
日
山
見
υ

は
別
に
し
て
、
現
実
に
筑
波
大
に
そ
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
私
た
ち

は
知
ら
さ
れ
た
。
解
散
し
な
い
と
す
れ
ば
、
道
は
、
こ
の
事
態
を
逆
に

積
極
的
に
受
け
と
め
て
、
旧
漢
文
学
会
を
う
け
灘
ぎ
っ
て
全
国
的
に

開
聞
か
れ
た
、
か
つ
権
威
あ
る
学
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
し
か
な
い
。

だ
が
果
し
て
こ
の
学
会
と
会
報
を
維
持
出
来
る
か
。
見
通
し
は
明
る

く
は
な
か
っ
た
し
、
今
も
な
い
。
事
務
所
は
取
敢
え
や
す
筑
波
大
の
横
山

研
究
室
に
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。
彼
が
在
職
す
る
限
り
は
、
そ
の
労

を
担
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
旧
会
員
四
百
四
十
余
名
中
、
現
在

ま
で
に
学
会
加
入
の
意
志
を
表
明
さ
れ
た
の
は
百
二
十
名
に
す
ぎ
な

い
c

会
費
二
千
円
、
ま
と
も
な
雑
誌
を
出
そ
う
と
思
え
ば
、
刊
行
費
の

三
分
の
一
も
ま
か
な
え
な
い
。
昨
年
の
総
会
で
、
私
は
、
「
一
一
一
年
で
演

す
覚
悟
を
了
承
し
て
下
さ
る
な
ら
、
一
編
集
委
員
長
を
引
き
受
け
よ
う
」

と
放
九
一
一
閃
し
た
。
み
じ
め
な
内
特
で
磁
を
天
下
に
さ
ら
す
く
ら
い
な
ら
、

一
一
一
年
で
潰
れ
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
。
事
実
、
本
号
は
山
漢
文
学
会
会

報
の
最
終
一
号
で
あ
り
、
同
時
に
「
中
間
文
化
」
創
刊
号
で
も
あ
る
わ
け

だ
が
、
印
刷
費
は
、
山
漢
文
学
会
か
ら
引
継
い
だ
全
額
を
法
ぎ
こ
み
、

な
お
す
で
に
大
幅
な
赤
字
に
な
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
本
号
に
、
い

わ
ば
H

賭
け
た
υ

の
で
あ
る
。
本
号
を
見
て
下
さ
っ
た
各
位
が
、
こ
う

い
う
会
報
を
出
す
こ
と
に
意
義
を
認
め
て
会
に
加
入
し
、
ま
た
同
窓
以

外
の
同
僚
や
学
生
に
も
加
入
を
勧
め
て
下
さ
る
か
者
か
に
、
会
の
運
命

の
す
べ
て
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
悲
壮
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

いっ
H

身
を
拾
て
て
こ
そ
:::υ
と
か
。
ま
た
楽
し
き
門
出
で
は
な
い
か

御
支
援
を
切
に
御
願
い
中
上
げ
る
G

(

虎〉
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大
塚
漢
文
学
会
々
郊

一
、
本
会
は
大
塚
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
一
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

芝
、
本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
旧
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
々
岡
県
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
他
人
会
を
希
望
す
る
者

四
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

総

会

年

一

間

2
、

例

会

年

約

一

一

一

関

，

3
、
学
会
誌
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

4
、
そ
の
他
必
要
な
事
実

五
、
本
会
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

委

員

長

一

夕

刊

2
、

委

員

一

若

干

名

3
、
編
集
委
員
若
干
一
名

六
、
役
員
一
の
任
務

1
、
委
員
.
長
は
本
会
を
代
表
し
，
委
員
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る

0

2
、
委
員
は
本
会
の
庶
務
・
会
計
・
企
騒
を
分
担
す
る
。

3
、
編
集
委
員
は
学
会
誌
の
発
行
に
あ
た
る
。

七
、
役
員
の
選
出
及
び
任
期

ー
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る

0

2
、
委
員
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る

0

3
編
集
委
員
は
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

4

任
期
は
一
一
年
と
す
る
た
だ
し
重
任
は
差
し
支
え
な
い
。

入
、
会
員
は
会
費
年
額
二
千
円
を
納
め
る
。

九
、
本
会
々
期
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
を
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
知
1
、
本
会
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
東
京
教
育
大
学
漢
文

学
会
々
…
郊
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

2
、
本
会
の
事
一
務
所
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
中
国
文
学

研

究

室

一

に

設

く

。

以

上

編
集
委
員
(
委
嘱
〉

〈
哲
学
・
思
想
〉
小
林
信
明
・
加
賀
栄
治
・
水
沢
利
忠

(
文
学
・
語
学
〉
鈴
木
修
次
・
内
山
知
也
・
松
本
昭
'
伊
藤
虎
丸

(
漢
文
教
育
〉
鎌
間
正
・
金
子
泰
一
一
了
間
部
井
文
雄

学
会
委
員
会

(
長
〉
加
賀
栄
治
(
副
・
総
務
〉
横
山
伊
勢
雄
〈
文
書
〉
安
藤
信
広
・
中
山

歪
(
発
送
)
向
島
成
美
・
中
村
嘉
弘
・
加
藤
敏
〈
会
計
〉
中
村
俊
也
・
間
嶋
潤
一

一
・
期
池
一
信
夫
(
金
調
)
高
橋
均
・
若
林
力
(
会
報
編
集
)
内
山
知
也
・
伊
藤

虎
丸
・
佐
治
俊
彦
・
小
谷
一
郎
・
阿
川
修
一
一
了
小
松
建
男

タ
昭
和
五
十
五
年
六
月
二

O
日
印
刷
一

漢
文
学
会
会
報
第
三
十
八
号
昭
和
五
十
五
年
六
月
二
八
呂
発
行
一

大
塚
漢
文
学
会

編
輯
者

伊

藤

虎

内

山

知

佐

治

俊

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
一
ア
一

O

株

式

会

社

共

立

社

印

刷

所

電
(
加
〉
二

O

二

八

茨
城
県
新
治
郡
桜
村

筑
波
大
学
文
芸
一
一
一
一
口
話
学
系
横
山
研
究
室
内

大

塚

漢

文

学

会

彦也丸

印
刷
所

えじ一
T
J

庁一

文
フ
オ

9
7
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